
国
家
情
報
会
議
設
置
法

（趣
旨
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
国
家
情
報
会
議
の
設
置
及
び
所
掌
事
務
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（設
置
）

第
二
条
　
重
要
情
報
活
動

（安
全
保
障
の
確
保
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
発
生
の
防
止
、
緊
急
の
事
態

へ
の
対
処
そ
の
他
の
我
が
国
の

重
要
な
国
政
の
運
営

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「重
要
国
政
運
営
」
と
い
う
。
）
に
資
す
る
情
報
の
収
集
調
査
に
係
る
活
動

を
い
う
。
次
条
及
び
第
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
外
国
情
報
活
動

へ
の
封
処

（公
に
な

つ
て
い
な
い
情
報
の
う
ち
そ
の

漏
え
い
が
重
要
国
政
運
営
に
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
取
得
す
る
た
め
の
活
動

（こ
れ
と

一
体
と
し
て
行
わ
れ

る
不
正
な
活
動
を
含
む
。
）
で
あ

つ
て
、
外
国

（本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
又
は
地
域
を
い
う
。
）
の
利
益
を
図
る
目
的
で
行

わ
れ
る
も
の
へ
の
対
処
を
い
う
。
次
条
及
び
第
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
機
関
と
し

て
、
内
閣
に
、
国
家
情
報
会
議

（以
下

「会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（所
掌
事
務
）

第
二
条
　
〈
バ
議
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
審
議
す
る
。
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次
1こ

掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
重
要
情
幸R
活
動
に
関
す
る
基
本
的
な
方
金十

ハ  ロ  イ

関
係
行
政
機
関
に
お
け
る
重
要
情
報
活
動
の
重
点

関
係
行
政
機
関
の
連
携
及
び
協
力
に
関
す
る
重
要
事
項

情
報
収
集
衛
星

（我
が
国
の
安
全
の
確
保
、
大
規
模
災
害

へ
の
対
応
そ
の
他
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
画
像
情

報
の
収
集
を
目
的
と
す
る
人
工
衛
星
を
い
う
。
）
の
開
発
及
び
運
用
に
関
す
る
重
要
事
項

一
一　
外
国
情
報
活
動

へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

〓
一　
重
要
情
報
活
動
の
推
進
及
び
外
国
情
報
活
動

へ
の
対
処
に
際
し
配
慮
す
べ
き
内
外
の
情
勢
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
認
識

及
び
評
価

重
要
情
報
活
動
の
対
象
と
な
る
事
案
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
又
は
外
国
情
報
活
動

へ
の
対
処
に
係
る
特
に
重
要
な
事

案
の
総
合
的
な
分
析
及
び
評
価

五
　
そ
の
他
重
要
情
報
活
動
又
は
外
国
情
報
活
動

へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

（組
織
）

第
四
条
　
△バ
議
は
、
議
長
及
び
議
員
で
組
織
す
る
。
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（議
長
）

第
五
条
　
議
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
も
つ
て
充
て
る
。

2

議
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

3

議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
議
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
内
閣
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
九
条
の
規
定
に

よ
り
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
国
務
大
臣

（順
位
を
定
め
て
三
以
上
の
国
務
大
臣
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
最
先
順
位

の
国
務
大
臣
）
を
も
つ
て
充
て
ら
れ
る
議
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（議
員
）

第
六
条
　
議
員
は
、
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
務
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
内
閣
府
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
人
十
九

号
）
第
十

一
条
の
特
命
担
当
大
臣
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
、
法
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
及
び
防
衛
大
臣
を
も
つ
て
充
て
る
。

2

議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
条
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
特
定
の
事
案
に
関
し
、
特
に
集
中
し
て

調
査
審
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
議
長
、
内
閣
官
房
長
官
及
び
そ
の
他
の
同
項
に
規
定
す
る
国
務
大
臣
の

う
ち
当
該
事
案
に
関
係
す
る
者
と
し
て
議
長
が
指
定
す
る
も
の
に
よ
つ
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
を
行
う
こ
と
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34
そ
の
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
副
大
臣

（内
閣
官
房
副
長
官
を
含
む
。
第
人
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
職
務
を
代

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（資
料
提
供
等
）

第
七
条
　
内
閣
官
房
長
官
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
会
議
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
議
に
対
し
、
重
要
情
報
活
動
又

は
外
国
情
報
活
動

へ
の
対
処
に
関
す
る
資
料
又
は
情
報
で
あ
っ
て
、
会
議
の
調
査
審
議
に
資
す
る
も
の
を
、
適
時
に
提
供
す

る
も
の
≧
す
る
。

2

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
官
房
長
官
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
議
長
の
求
め
に
応
じ
て
、
会
議
に
射
し
、

重
要
情
報
活
動
又
は
外
国
情
報
活
動

へ
の
対
処
に
関
す
る
資
料
又
は
情
報
の
提
供
及
び
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

が
で
き
る
。

議
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第

一
項
に
規
定
す
る
国
務
大
臣
以
外
の
国

務
大
臣
を
、
議
案
を
限

つ
て
、
議
員
と
し
て
、
臨
時
に
会
議
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
議
員
が
不
在
の
と
き
は
、
緊
急
の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
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（服
務
）

第
人
条
　
議
長
及
び
議
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

2

議
長
及
び
議
員
並
び
に
議
長
又
は
議
員
で
あ

っ
た
者
、
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
副
大
臣
と
し
て
議
員
の
職
務
を
代

行
し
た
者
並
び
に
次
条
の
規
定
に
よ
り
関
係
者
と
し
て
会
議
に
出
席
し
た
者
は
、
そ
の
職
務
に
関
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た

秘
密
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（関
係
者
の
出
席
）

第
九
条
　
内
閣
官
房
副
長
官
及
び
国
家
安
全
保
障
担
当
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官

（内
閣
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
重
要
政
策
を
担
当
す
る
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
を
い
う
。
）
は
、
会
議
に

出
席
し
、
議
長
の
許
可
を
受
け
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
そ
の
他
の
関
係
者
を
会

議
に
出
席
さ
せ
、
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（幹
事
）

第
十
条
　
〈
Ａ
議
に
、
幹
事
を
置
く
。
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2

幹
事
は
、
内
閣
官
房
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

幹
事
は
、
会
議
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
議
長
及
び
議
員
を
補
佐
す
る
。

3

（議
事
）

第
十

一
条
　
△バ
議
の
議
事
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
会
議
の
議
を
経
て
定
め
る
。

（事
務
）

第
十
二
条
　
△
Ａ
議
に
関
す
る
事
務
は
、
国
家
情
報
局
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（主
任
の
大
臣
）

第
十
三
条
　
△
バ
議
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
法
に
い
う
主
任
の
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
す
る
。

（政
令

へ
の
委
任
）

第
十
四
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

貝J

-6-



（国
家
公
務
員
法
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
国
家
公
務
員
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
五
号
の
三
中

「国
家
安
全
保
障
局
長
」
の
下
に

「及
び
国
家
情
報
局
長
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
の
四

中

「、
内
閣
情
報
官
」
を
削
る
。

（特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

ｚ
Ｏ

。

第

一
条
第
七
号
の
三
中

「国
家
安
全
保
障
局
長
」
の
下
に

「及
び
国
家
情
報
局
長
」
を
加
え
、
同
条
第
人
号
中

「、
内
閣

情
報
官
」
を
削
る
。

別
表
第

一
官
職
名
の
欄
中

「国
家
安
全
保
障
局
長
」
の
下
に

「及
び
国
家
情
報
局
長
」
を
加
え
、

「、
内
閣
情
報
官
」
を

（重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の

一
部
改
正
）

肖J
る
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第
四
条
　
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律

（令
和
七
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
う
ち
内
閣
法
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
中

「第
十
九
条
の
二
第
二
項
」
を

「第
十
九
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

（内
閣
法
の

一
部
改
正
）

第
五
条
　
内
閣
法
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
四
号
中

「内
閣
広
報
官
、
内
閣
情
報
官
」
を

「国
家
情
報
局
、
内
閣
広
報
官
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
中

「内
閣
広
報
官
及
び
内
閣
情
報
官
」
を

「国
家
情
報
局
及
び
内
閣
広
報
官
」
に
改
め
、
同
条

の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
二
　
内
閣
官
房
に
、
国
家
情
報
局
を
置
く
。

2

国
家
情
報
局
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一　
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
国
家
情
報
会
議
設
置
法

（令
和
人
年
法
律
第

号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
重
要
情
報
活
動
及
び
外
国
情
報
活
動

へ
の
対
処
並
び
に
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
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法
律

（平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
人
号
）
第
二
条
第

一
項
の
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
も
の

（内
閣
広
報
官
の
所
掌

に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

一
一　
第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
務

〓
一　
国
家
情
報
会
議
設
置
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
国
家
情
報
局
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
国
家
情
報
会
議
の
事
務

四
　
国
家
情
報
会
議
設
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
国
家
情
報
会
議
に
提
供
さ
れ
た
資
料
又
は
情
報
そ
の
他
の
前
三
号
に

国
家
情
報
局
に
、
国
家
情
報
局
長
を
置
く
。

国
家
情
報
局
長
は
、
内
閣
官
房
長
官
及
び
内
閣
官
房
副
長
官
を
助
け
、
命
を
受
け
て
局
務
を
掌
理
す
る
。

第
十
五
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
家
情
報
局
長
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中

「内
閣
広
報
官
、
内
閣
情
報
官
」
を

「国
家
情
報
局
、
内
閣
広
報
官
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
を
削
る
。

第
十
九
条
の
二
第
二
項
第

一
号
中

「内
閣
広
報
官
及
び
内
閣
情
報
官
」
を

「国
家
情
報
局
及
び
内
閣
広
報
官
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

5  4   3

掲
げ
る
事
務
に
係
る
資
料
又
イま
情
幸尻
を
総
合
し
て
整
理
す
る
事
務
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理
　
由

我
が
国
の
重
要
な
国
政
の
運
営
に
資
す
る
情
報
の
収
集
調
査
に
係
る
活
動
等
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
機
関
と

し
て
、
内
閣
に
国
家
情
報
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
所
掌
事
務
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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国家情報会議設置法案の概要

。 戦後最も厳しく複雑な安全保障環境において、我が国の国益を守り、国民の安全を確保
するために政府が的確な意思決定を行うためには、質が高く、時宜に適った情報の収

集・分析が不可欠。

● 政策部門と情報部門の緊密な連携の下、政府が保有するあらゆる情報収集手段と情報源
を活用し、安全保障等に関する情報を必要な限り早期かつ正確に把握し、政府部内での

共有と活用を図るため、ぞンテ夢拶五シスの司令塔機織吟g盈化が必要。

1 設置及び所掌事務
。 内閣に、重要情報活動及び外国情報活動への対処 (影響工作への対処を含む。)に関す
る重要事項を調査審議する機関として、正穏三l家騰議会織を置く。

概要

②外国情報活動への対処に関する
基本的な方針

①重要情報活動に関する基本的な方針

・関係行政機関における活動の重ザ点
。関係行政機関の連携及び協力に関する重要事項
。情報収集衛星の開発及び運用に関する重要事項

③重要情報活動の推進及び外国情報活動への対処に際し、配慮すべき内外の情勢についての

基本的な認識及び評価

④重要情報活動及び外国情報活動への対処に係る特に重要な事案の総合的な分析及び評価

⑤その他重要情報活動又は外国情報活動への対処に関する重要事項

2

内閣総理大臣

内閣総理大臣臨時代理、内閣官房長官、金融担当大臣、国家公安委員会委員長、

法務大臣、外務大臣、財務大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、防衛大臣

※会議の出席者は、上記を基本としつつ、議長が必要と認める場合は、調査審議事項の性質に応じ増減

3 資
。 内閣官房長官及び関係行政機関の長は、会議に対し、会議の調査審議に資する重要情報
活動又は外国情報活動への対処に関する資料又は情報を適時に提供するとともに、議長
の求めに応じて、必要な協力を行わなければならないこととする。

4 附員Wに よる内閣法等の改正

会議の事務局となる「国家情報局」を内閣官房に設置 (内閣情報官 日内閣情報調査室を
発展的に解消)。 併せて、上記に係る企画立案 H総合調整権を規定。
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